
金
滞
古
蹟
志
巻
十

ぺ
し
。

。
小
園
因
幡
侮
話

因
幡
は
.
本
多
元
組
安
房
守
政
涯
の
家
士
に

τ、
家
総
六
百
石
を
宛

行
は
れ
、
武
功
の
士
な
り
。
元
和
二
年
の
武
功
書
に
云
ふ
。
小
国
因

幡
、
本
岡
出
初
也
。
初
め
座
内
清
水
と
-Z
ふ
披
に
罷
有
り
。
天
正
十

六
年
庄
内
へ
敵
飢
入
す
る
に
付
、
蔵
野
と
-E
ふ
所
へ
罷
出
る
底
、
四

月
三
日
最
上
衆
に
被
a
取
館
一
同
じ
く
五
円
に
攻
寄
せ
ら
れ
、
是
非
に

不
v
及
切
っ
て
出
で
、
敵
徐
多
討
ち
と
ら
せ
、
何
事
な
く
持
問
め
た

り
。
此
趣
景
勝
内
本
庄
出
初
、
最
上
に
は
同
勢
侍
中
白
石
主
勝
可
=
存

知
居
-
也
。
叉
同
年
八
月
本
庄
越
前
を
庄
内
へ
引
入
‘
我
等
先
が
け

仕
、
八
月
廿
三
自
に
せ
き
ね
と
申
鹿
K
て
最
上
衆
と
合
織
に
及
び
、

敵
徐
多
灯
捕
、
自
分
に
も
首
笠
つ
捕
り
た
り
。
同
廿
三
日
に
ち
の
く

す
と
云
ふ
所
に
て
、
又
最
上
裁
と
合
戦
有
v
之
。
敵
飴
多
討
捕
、
自
分

に
も
高
名
仕
た
り
。
右
の
様
子
景
勝
内
黒
川
盟
前
・
本
庄
出
初
、
ま
た

江
戸
御
馬
廻
に
仁
加
保
兵
庫
と
申
す
仁
能
く
存
知
候
。
共
刻
正
宗
よ

り
被
v
下
た
る
御
紋
子
v
今
所
持
仕
る
。
と
飽
蛾
せ
り
。
右
小
闇
因
幡
θ

子
孫
絶
え
た
る
か
。
小
園
左
一
郎
と

τ本
多
氏
の
元
家
士
あ
り
と
い

へ
ど
も
、
悶
幡
が
子
孫
に
非
宇
、
別
家
也
と
い
へ
り
。

ニムハ

。
山
岡
織
部
侮
鋸

織
部
は
.
元
臨
本
多
安
房
守
政
震
の
家
士
に
て
.
家
総
六
百
石
を
奥

へ
、
限
定
も
武
功
の
士
也
。
元
和
二
年
の
武
功
容
に
云
ふ
。
山
岡
織
部
‘

本
園
遠
江
也
。
初
め
徳
川
家
に
罷
有
り
、
共
時
分
三
河
園
長
篠
に
て

甲
州
衆
と
御
合
職
之
刻
、
鑓
下
に
て
も
ぎ
付
の
高
名
仕
、
置
に
披
鴛

せ
り
。
此
時
立
合
申
衆
、
朔
日
丹
波
と
申
す
者
、
越
前
に
居
候
朝
比

奈
源
吾
与
申
者
存
知
候
。
叉
駿
州
問
中
広
於
て
首
笠
つ
捕
り
た
り
。

『京
e
D
V

越
前
に
居
候
朝
比
奈
然
遺
・
同
金
兵
衛
存
知
候
。
叉
伊
豆
菟
み
ん
γ

崎

へ
般
に
て
働
き
、
陸
へ
上
り
、
鎚
有
v
之
.
七
八
拾
本
候
へ
ど
も
武
本
合

せ
た
り
。
拙
子
受
番
鑓
仕
り
、
堂
入
拡
大
石
角
丞
と
申
仁
合
せ
付
り
。

共
上
我
等
は
鎚
を
扮
て
敵
驚
人
切
臥
候
底
、
奈
左
平
次
郎
と
申
者
馳

参
り
、
首
に
い
だ
き
付
所
望
候
付
、
無
昌
是
非
-
出
一
し
候
。
勝
額
よ
り
御

脇
義
穴
山
殿
へ
被
昌
指
越
一
我
等
雨
人
に
被
v
下
た
り
。
此
儀
将
軍
様
御

書
家
向
井
兵
庫
・
坂
井
孫
太
夫
、
伊
井
掃
部
殿
に
居
候
所
磁
内
と
申

仁
存
知
居
候
。
又
伊
豆
之
小
浦
と
申
所
へ
般
に
て
夜
働
を
仕
り
、
首

笠
つ
捕
る
。
是
も
右
の
参
入
被
存
知
-
た
り
。
叉
伊
豆
の
土
肥
と
申
所

に
敵
か
き
上
げ
を
い
た
し
持
ち
け
る
所
へ
働
き
、
敵
罷
出
、
足
臨
ま

で
懸
合
、
共
上
鍬
焔
を
以
て
無
理
に
押
込
み
た
り
。
捌
子
最
前
に
大

手
門
に
付
候
磁
‘
敵
門
を
平
く
た
て
合
せ
け
る
ゆ
ゑ
、
鑓
合
無
v
之
、
之
内
天
方
と
申
廃
に
古
城
有
v
之
を
、
甲
州
裁
か
き
上
持
候
鹿
へ
、

我
等
手
を
負
候
へ
共
登
、
緒
門
に
火
を
懸
さ
せ
候
。
此
儀
も
右
之
4
9

御
所
様
御
働
き
被
v
成
、
柵
一
貫
破
り
、
二
の
丸
之
塀
ゐ
し
候
掘
削
に
、

人
之
衆
被
=
存
知
-
也
。
叉
上
野
新
聞
宿
中
を
破
候
て
.
丸
之
内
へ
受
容
内
よ
り
突
て
出
、
味
方
崩
れ
け
る
。
然
底
松
浦
半
左
衛
門
と
申
者
.

K
飛
込
.
手
を
負
ふ
。
朝
比
奈
無
道
も
手
負
被
v
申
.
委
曲
被
a
存
知
-
捌
者
脇
よ
り
塀
を
梁
候
に
付
、
叉
皆
々
塀
へ
衆
入
、
二
の
丸
を
取
り

也
。
文
信
州
民
悶
へ
将
軍
様
御
旗
を
被
v
寄
候
時
、
九
月
六
日
に
城
廻
た
り
。
此
時
立
合
候
衆
相
某
候
。
叉
遠
州
二
俣
之
城
、
甲
州
衆
央
岡

苅
聞
と
御
鍋
有
v
之
。
拙
者
鍛
地
之
者
共
召
怨
罷
出
た
り
。
敵
も
披
よ
与
申
仁
持
ち
け
る
島
民
、
御
所
様
夜
錨
被
v
成
、
門
乎
火
矢
を
打
込
、

り
罷
出
.
足
額
を
し
き
り
に
懸
候
蕗
、
此
方
よ
り
時
之
聾
に
て
か
L

家
を
こ
っ
焼
き
た
り
。
共
あ
か
り
に
付
塀
を
乗
り
け
る
底
に
、
内
よ

り
、
敵
心
得
不
v
申
、
束
の
門
の
内
ま
で
押
込
、
最
先
を
仕
手
負
候
。
-
り
突
て
押
出
し
け
る
時
、
拙
子
塀
の
脇
に
と
た
え
名
乗
申
を
、
小
原

就
v
共
盟
問
虎
械
と
申
者
、
拙
者
間
前
の
由
申
立
、
此
吟
味
立
合
申
衆
檎
右
衛
門
と
申
者
問
付
、
崩
口
に
と
た
え
名
乗
り
け
り
。
無
a
是
非
-
と

引
合
。
則
備
場
に

τ松
平
飛
騨
守
殿
に
断
候
へ
ば
、
飛
廓
守
股
立
合
各
取
成
け
る
。
此
三
ク
僚
は
、
最
前
寄
付
候
七
ケ
僚
よ
り
以
前
之
事

申
衆
の
口
を
御
聞
被
v
成
け
る
慮
、
今
日
山
岡
織
部
先
之
由
各
申
閥
、
に
て
、
久
敷
事
に
候
故
立
合
申
衆
相
果
て
た
り
。
自
然
い
き
磁
り
候

爾
人
の
分
有
閑
敷
と
被
v
仰
た
り
。
此
様
子
は
上
線
様
に
被
v
居
佐
々
衆
も
、
何
方
に
居
候
哉
不
司
存
知
-
K
付
‘
末
に
書
付
候
云
h
?と
o
右
織

木
新
方
街
門
・
河
村
市
郎
左
衛
門
・
門
野
作
減
、
松
平
丹
波
守
殿
に
罷
部
子
孫
は
馬
場
町
の
元
本
多
家
士
佐
久
間
氏
の
邸
地
に
居
住
し
、
山

有
る
佐
治
彦
十
郎
と
申
仁
存
知
居
候
。
立
合
の
設
捺
人
は
果
て
た
岡
茜
兵
衛
と
云
ふ
。
此
の
者
親
不
孝
人
民
付
き
死
罪
に
底
せ
ら
れ
、

り
。
又
遠
江
回
向
滞
と
申
蕗
K
.
寄
合
侍
並
に
一
授
共
古
携
を
取
立
迭
に
家
断
絶
す
。
別
家
は
今
山
岡
貞
親
と
て
士
族
に
列
せ
ら
れ
た

持
ち
け
る
鹿
へ
、
御
所
様
の
働
き
被
v
成
被
品
乗
取
-
け
る
時
、
拙
子
枠
り
。

に
て
候
ヘ
共
、
鈴
木
久
内
・
渡
部
奥
治
内
と
申
合
、
城
之
内
へ
飽
り
首

捕
り
け
る
慮
、
腰
よ
り
五
・
三
人
押
か
h

り
、
首
被
v
奪
也
。
叉
遠
州

金
滞
官
蹴
志
巻
十
二

。
舟
喜
治
部
左
衛
門
侮
鼠

治
部
左
衛
門
は
‘
元
組
本
多
安
房
守
政
重
の
家
士
に
て
、
家
総
六
百
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